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■トレーニング 

 本日は、B2 トレーニングであった。少しずつクルーとしての完成度が

高まってきている中、多くのクルーがスピードを求めてチャレンジした。

今合宿のベストが出せたクルーもあり、ワールドカップⅡ前、最後の B2

トレーニングでいいイメージを掴むことができた。 

 

 

 

 

 

 



■フランス語について 

 最近の天気は雨が降ることが多いが、日本の梅雨とは若干異なる。数十分雨が降っては、晴

れ間が出ての繰り返しの中、時々大きなストームがやってくる。そのような中、本日綺麗な虹

が見られた。虹はフランス語で「L'Arc-en-Ciel」といい、日本人なら一度は聞いたことがある

言葉（アーティスト名）だろう。「空に（en-Ciel）アーチ（L'Arc）」という意味である。 

 

 

 

 ここベルサンは、トップアスリート（バスケットボール、ボートなど）やスポーツを楽しむ

方々（合宿や大会）、子供たち（林間学校）、障害を持つ方々（宿泊学習）、など様々なジャンル

の人々が集う場所である。挨拶の国フランスということもあり、すれ違う人がみな「ボンジュ

―」とあいさつをしたり、子どもたちは「こんにちは」「ありがとう」など覚えたての日本語を

積極的に話したり、とあたたかい人々に囲まれた環境である。 

このように、海外遠征では現地の言葉や文化を学ぶことできるチャンスがいたるところにあ

り、多くの経験を積む良い機会だと感じる。ボートだけでなく、このような経験も、一社会人

としての成長のために活用していきたい。 

 

虹の写真（撮影：大西 花歩さん（デンソー）） 


